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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 
　

回次
第16期

第１四半期累計期間
第17期

第１四半期累計期間
第16期

会計期間
自 平成26年３月１日
至 平成26年５月31日

自 平成27年３月１日
至 平成27年５月31日

自 平成26年３月１日
至 平成27年２月28日

売上高 (千円) 1,358,732 1,397,677 5,607,235

経常利益 (千円) 48,522 68,108 292,839

四半期(当期)純利益 (千円) 25,481 36,033 159,793

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 330,319 330,319 330,319

発行済株式総数 (株) 1,756,000 1,756,000 1,756,000

純資産額 (千円) 1,531,828 1,702,173 1,666,140

総資産額 (千円) 3,303,283 3,449,642 3,499,469

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 14.51 20.52 91.00

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 46.4 49.3 47.6
 

(注) １.　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推

移については、記載しておりません。

２.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.　当社は関連会社を有していないため、持分法を適用した場合の投資利益については記載しておりません。

４.　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(１) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、家計や企業マインド・景況感の持ち直しや、所得雇用環境の改善

などを背景に、消費税率引き上げ後の落ち込みから緩やかな回復傾向が続いているものの、個人消費の持ち直しが

緩慢なペースにとどまるなど、その回復には力強さが感じられず未だ先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の下、当社は、未だ安定しない既存店業績の回復を最優先課題とし、各店の店長をスタッフとす

る委員会による店舗オペレーション及び商品政策の改革を進めてまいりました。

また、商品政策においては、選択と集中を明確にし、マーケットの縮小が著しいＣＤ、ＤＶＤ、本及びＴＶゲー

ムを中心に扱っておりましたダンシングベア業態を廃止し、買取王国店舗においてもパッケージメディアの売場を

削減し、売上構成比の高いファッション、ホビーの売場への転換をすすめております。

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は1,397百万円（前年同期比2.9％増）、営業利益は66百万円（同

49.2％増）、経常利益は68百万円（同40.4％増）、四半期純利益は36百万円（同41.4％増）となりました。

 

(２) 財政状態の分析

(資産)

流動資産は、前事業年度末に比べて229百万円減少し、2,250百万円となりました。これは、現金及び預金が228

百万円減少したことなどによるものです。

固定資産は、前事業年度末に比べて179百万円増加し、1,199百万円となりました。これは、投資有価証券が103

百万円増加したことなどによるものです。

この結果、総資産は前事業年度末に比べ49百万円減少し、3,449百万円となりました。

 

(負債)

流動負債は、前事業年度末と比べ85百万円減少し、796百万円となりました。これは、未払法人税等が43百万円

減少したことなどによるものです。

固定負債は、前事業年度末とほぼ同額の950百万円となりました。

この結果、負債合計は前事業年度末と比べ85百万円減少し、1,747百万円となりました。

 

(純資産)

純資産合計は、前事業年度末と比べ36百万円増加し、1,702百万円となりました。これは、四半期純利益により

利益剰余金が36百万円増加したことによるものです。

 

(３) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。　

 

(４) 研究開発活動

該当事項はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(１) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 5,940,000

計 5,940,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年７月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,756,000 1,756,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

  完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式であ
り、単元株式数は100株であ
ります。

計 1,756,000 1,756,000 ― ―
 

 

 

(２) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

(３) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(４) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(５) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平 成 27 年 ３ 月 １
日～　　
平成27年５月31日

― 1,756,000 ― 330,319 ― 260,319

 

 

(６) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(７) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式1,754,500 17,545 ―

単元未満株式 普通株式　　1,500 ― ―

発行済株式総数 1,756,000 ― ―

総株主の議決権 ― 17,545 ―
 

(注) 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成27年２月28日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

② 【自己株式等】

　　　該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１.　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基いて作成しております。

 

２.　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成27年３月１日から平成27年

５月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成27年３月１日から平成27年５月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３.　四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項の規定

により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企

業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を誤らせない程度に重要性に乏し

いものとして、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年２月28日)
当第１四半期会計期間
(平成27年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,160,882 932,206

  受取手形及び売掛金 173,737 134,332

  商品 1,046,556 1,058,459

  その他 98,554 125,106

  流動資産合計 2,479,730 2,250,104

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 223,812 219,131

   土地 280,342 280,342

   その他（純額） 95,021 90,579

   有形固定資産合計 599,175 590,052

  無形固定資産 29,056 99,769

  投資その他の資産   

   投資有価証券 - 103,175

   関係会社株式 15,000 21,000

   差入保証金 302,607 310,939

   その他 73,898 74,600

   投資その他の資産合計 391,506 509,716

  固定資産合計 1,019,738 1,199,538

 資産合計 3,499,469 3,449,642

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 19,166 8,284

  1年内返済予定の長期借入金 417,346 413,845

  未払法人税等 73,372 29,783

  賞与引当金 17,478 31,748

  ポイント引当金 32,569 32,361

  その他 321,887 280,479

  流動負債合計 881,820 796,501

 固定負債   

  長期借入金 841,736 840,723

  退職給付引当金 26,400 26,600

  資産除去債務 83,222 83,494

  その他 150 150

  固定負債合計 951,508 950,967

 負債合計 1,833,328 1,747,469

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 330,319 330,319

  資本剰余金 260,319 260,319

  利益剰余金 1,075,502 1,111,535

  株主資本合計 1,666,140 1,702,173

 純資産合計 1,666,140 1,702,173

負債純資産合計 3,499,469 3,449,642
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年５月31日)

売上高 1,358,732 1,397,677

売上原価 639,423 632,715

売上総利益 719,309 764,962

販売費及び一般管理費 674,534 698,165

営業利益 44,775 66,796

営業外収益   

 受取利息 2 6

 受取手数料 5,552 3,373

 その他 1,337 355

 営業外収益合計 6,892 3,735

営業外費用   

 支払利息 2,807 2,358

 その他 337 64

 営業外費用合計 3,144 2,423

経常利益 48,522 68,108

特別損失   

 固定資産除却損 3,692 55

 減損損失 - 6,002

 特別損失合計 3,692 6,057

税引前四半期純利益 44,829 62,051

法人税等 19,348 26,018

四半期純利益 25,481 36,033
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

項目
当第１四半期累計期間
(自　平成27年３月１日
至　平成27年５月31日)

税金費用の計算
 
 

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用

しております。
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間
(自 平成26年３月１日
至 平成26年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年３月１日
至 平成27年５月31日)

減価償却費 17,480千円 16,980千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自　平成26年３月１日　至　平成26年５月31日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 
２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 
　
当第１四半期累計期間(自　平成27年３月１日　至　平成27年５月31日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 
２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間(自　平成26年３月１日　至　平成26年５月31日)

当社は、総合リユース事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第１四半期累計期間(自　平成27年３月１日　至　平成27年５月31日)

当社は、総合リユース事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は次のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 平成26年３月１日
至 平成26年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年３月１日
至 平成27年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額 14円51銭 20円52銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 25,481 36,033

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 25,481 36,033

普通株式の期中平均株式数(株) 1,756,000 1,756,000
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年７月13日

株式会社買取王国

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　山川　勝　　　　　　　　　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　奥谷　浩之　　　　　　　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社買取王

国の平成27年３月１日から平成28年２月29日までの第17期事業年度の第１四半期会計期間(平成27年３月１日から平成27

年５月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成27年３月１日から平成27年５月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社買取王国の平成27年５月31日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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